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医療法人社団 五稜会病院
○山北 豊 後藤 小百合 加藤 抄苗 高田 直美

齋藤 恭央 鈴木 大輔 星野 美栄子

近年、保健医療の現場では医療従事者に対する
暴力行為が増加しており、世界的な問題となって
いる。五稜会病院急性期治療病棟の現場において
も患者から暴言と暴力を受けた経験をもつスタッ
フ は少なくない。

暴力行為を受けた看護師がどのような思い
や感情を抱えていたか、どのようなｹｱを受
け、望んでいるかを知り、今後の具体的な
支援や方法を検討するため。

１．研究対象：急性期治療病棟に勤務する看護師22名
２. 研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ：調査研究

３．ﾃﾞｰﾀ収集方法：独自にｱﾝｹｰﾄ用紙を作成、対象者に質
問
４.ﾃﾞｰﾀ分析方法：集計結果をコード化しコード一覧表を作成。
コードの類似性と相違性に基づき、カテゴリーを作成し分析
５．研究期間：２０１X年Y月～２０１X年Z月
６．倫理的配慮

アンケート用紙への記載内容や調査への参加拒否により
不利益が生じないこと、アンケート内容は本研究以外では
使用しないことを説明した。また、対象者個人が断定できな
いよう工夫し、当院倫理委員会で承認を得て実施した。

○回答数と暴言や暴力体験の有無

２２名中１７名の回答を得た

『暴言や暴力を受けたまたは目撃したスタッフ』は17名
中16名

身体的暴力

器物破損目
撃

言語的な暴力

１．暴言や暴力を受けたときの感情とその後の看護への影響
（図１参照）

２．暴言や暴力を受けた後にどのようなフォローを受けたか
（図２参照）

３．暴言や暴力を受けた後にどのようなフォローを受けたか
（図３参照）
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１．自己肯定感が得られる精神的サポート

２．暴言や暴力行為をした患者と距離がとれる業務調整

３．暴力回避スキルを獲得できる学びの機会の確保


